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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　山梨県立女子短期大学の酒井と申します．よろしくお願い致します．
今回私に与えられたテーマは，家庭の中の子どもの食ということです．
　私は大学院時代から成長する子ども，そして今までの食文化を反映した多様な料理，その間を取り持つスプーン・フォーク・箸等の食具の３者の関係の中で発達する子どもの食行動に関心を持ち，また，それを巡る食の教育をテーマにしてきました．
　子どもは１食1食，使い慣れない箸などの食具を使い，子どもなりに工夫を凝らしながら食事をしています．
　こうした子どもの精一杯の努力に反して，「今の子どもは正しく箸を持てない」といった指摘が多く，その背景には養育者が家庭でしつけをしていないからだという批判もみられます．
　子どもの食行動の発達に対応し，子どもが楽しく，箸を使って食べることの意義や食事観を学ぶことができるよう，家庭や保育所・幼稚園，そして，食料品店などのフードシステムを含めた地域でのサポートとはどのようなものでしょうか．
　今回，家庭における箸を通した食の伝承を，特に3～5歳頃の幼児を中心に，スプーンやフォーク，箸などの使用行動の発達過程，家庭での食事内容，さらに，養育者による食教育の実態から探ってみたいと思います．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①セルフコントロールについての声が多くあがった。他にも、食事づくりのスキルを持つことも多くあげられた。
②子どもに対して食べ方を強制するのはよくないと感じつつも、食事のマナーを教えたい、食のありがたさや食と命のつながりを教えたいとの気持ちがあった。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この図は保育所等での食育の内容を図式化したものです。
食育を保育の一環として行っていくためには、「食育に関する指針」に取り上げた食育の５項目の内容を、
保育所保育指針が示す「生命の保持、情緒の安定といった養護の側面と、
「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」の５領域といった教育の側面という保育の内容に盛り込んでいなかくてはなりません。
（クリック）そして、これらの内容は小学校以上の教科のように独立しているのではなく、総合的な活動として組み立ていっています。
教科カリキュラムではなく、経験カリキュラムという形式になります。
従って、食育の内容も、大人が教える内容ではなく、子どもが経験していく内容、経験内容として計画しています。
カリキュラムには評価を含めており、「子どもが０歳からの６年間に、一年、一年育ちゆく学びの履歴」、食育であれば、「食を通して子どもが育ってゆく履歴」として考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
自治体の規模別に見てみますと、統計的有意差は出てきませんでしたが、給食の外部委託は都市部で若干多く、外部搬入は小都市・町・村で導入される傾向がみられました。
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